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地域の目 
「泡盛酔夢譚」 比嘉京子  
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ゼロエミッションアイランドの構築を目指して 
 
特集2　開発建設部　 
那覇空港の総合的な調査（ＰＩステップ２）の実施 

仕事の窓①　財務部 
第１回「国有財産の有効活用に関する地方有識者会議」を開催　 

仕事の窓②　農林水産部 
日豪ＥＰＡ（経済連携協定）交渉について　　 

仕事の窓③　経済産業部 
第1回ものづくり日本大賞経済産業大臣賞受賞者講演会＆ものづくり展示会を開催　 

仕事の窓④　開発建設部 
沖縄における新たな物流構想の策定に向けて　 

仕事の窓⑤　開発建設部 
沖縄をクルーズ観光の拠点に！　 
仕事の窓⑥　運輸部 
観光立国の実現に向けて 
仕事の窓⑦　運輸部 
「海の駅」が沖縄で初登録！！　　 

仕事の窓⑧　運輸部 
船舶からの油の排出基準が変わります！！　　 

お知らせ 

　天願川はうるま市西端から金武湾まで流れる延長１３．４ｋｍの二級河川です。流域面積は３１．６ｋ㎡
で、うるま市の全面積のおよそ４割を覆う広い流域を持っています。河川中上流には安慶名城跡をはじ
め、多くの遺跡が存在します。米軍施設区域内には天願グスクや天願貝塚など未調査の埋蔵文化財
もあり、古くから人 と々密接な関わりがあった反面、氾濫により度々浸水被害に遭っています。一方ゆる
やかな流れが広がる河口付近は緑豊かな水辺に数多くの野鳥や植物を観ることができます。 

Rivers in Okinawa

財務部　国民の受益と負担を考える ～財務行政モニター会議を開催～ 

農林水産部　農山漁村活性化支援窓口を設置 

経済産業部　「国際通りトランジットモール事業」がスタート！ 

開発建設部　“美ら島沖縄”風景づくりシンポジウムを開催 
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

琉球放送　報道企画部長 
（沖縄県産酒類振興・消費拡大懇話会　委員） 
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幼
い
頃
の
記
憶
に
残
る
物
と

し
て
「
泡
盛
」
の
強
烈
な
香
り
、

縁
側
に
響
く
三
線
の
音
に
心
地
よ

い
夜
風
が
あ
り
ま
す
。
私
の
原
風

景
で
す
。
 

　
母
方
の
祖
父
の
家
で
週
末
を
過

す
た
び
に
、
食
後
の
晩
酌
の
席
に

よ
く
付
き
合
い
ま
し
た
。
一
日
の

畑
仕
事
で
疲
れ
た
体
を
癒
す
泡
盛

は
祖
父
に
と
っ
て
格
別
な
物
で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
泡
盛
を
囲
む

席
に
は
い
つ
の
ま
に
か
隣
近
所
の

人
達
が
加
わ
る
事
も
し
ば
し
ば
で
、

祖
父
は
、
ほ
ろ
酔
い
に
な
る
と
三

線
を
持
ち
出
し
て
は
自
己
流
の
演

奏
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
ツ
ー
ン
と
鼻
を
つ
く
よ
う
な
泡

盛
の
香
り
は
か
な
り
強
烈
で
し
た
が
、

三
線
の
音
や
庭
か
ら
流
れ
て
く
る
風
、

大
人
た
ち
の
話
し
声
、
す
べ
て
を

包
み
込
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

　
あ
れ
か
ら
数
十
年
が
た
ち
私
が

泡
盛
を
好
ん
で
飲
み
始
め
た
年
代

に
は
、
祖
父
の
泡
盛
の
香
り
に
出

会
う
機
会
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
物
足
り
な
い
と
い
う
指
摘

も
一
部
に
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、

製
造
技
術
の
改
良
な
ど
で
味
も
ま

ろ
や
か
に
な
り
酒
質
が
向
上
し
た

の
は
事
実
で
す
し
、
女
性
を
含
め

泡
盛
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
普
段
、
な
に
げ
な
く
親
し
ん
で

い
た
「
泡
盛
」
で
す
が
、
最
近
、

さ
ら
に
そ
の
奥
深
い
世
界
に
注
目

さ
せ
ら
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。

谷
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
主
催

す
る
「
県
産
酒
類
振
興
・
消
費
拡

大
懇
話
会
」
の
委
員
に
任
命
さ
れ

た
の
で
す
。
理
由
は
お
酒
を
愛
す

る
消
費
者
の
代
表
と
い
う
事
で
し

た
が
、
私
以
外
は
泡
盛
や
食
文
化

の
研
究
者
な
ど
錚
々
た
る
メ
ン
バ

ー
で
す
。
食
文
化
な
ど
の
視
点
か

ら
沖
縄
産
の
酒
（
泡
盛
・
ビ
ー
ル
等
）

の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
に
向
け
て

意
見
を
求
め
ら
れ
る
の
で
す
が
、

こ
だ
わ
り
を
持
つ
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
、
勉
強
に

な
り
沖
縄
が
世
界
に
誇
れ
る
宝
物

を
も
っ
て
い
る
事
を
あ
ら
た
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
泡
盛
の
古
酒
が
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
事
も
ふ
ま
え
、
懇
話
会

で
は
名
実
と
も
に
泡
盛
を
世
界
に

通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

す
る
た
め
の
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
割
り
や
カ
ク

テ
ル
な
ど
多
様
な
味
わ
い
方
の
提
唱
。

女
性
や
シ
ニ
ア
層
を
今
後
の
有
望

な
市
場
と
想
定
し
、
泡
盛
の
「
健

康
効
果
」
な
ど
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
。

さ
ら
に
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
の
よ

う
な
泡
盛
の
解
説
者
の
育
成
な
ど

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
説
者

に
つ
い
て
は
、
泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー

が
誕
生
し
て
お
り
今
後
の
育
成
に

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
泡
盛
は
全
国
的
な
認
知
度
を
上

げ
て
き
て
お
り
、
本
土
に
根
強
い

フ
ァ
ン
も
つ
か
ん
で
い
ま
す
が
、

消
費
拡
大
に
は
さ
ら
に
安
定
供
給

の
面
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
地
域

の
味
を
育
て
て
き
た
47
酒
造
所
そ

れ
ぞ
れ
の
努
力
も
必
要
で
す
が
、

行
政
的
支
援
、
さ
ら
に
観
光
産
業

な
ど
他
の
関
連
産
業
と
の
連
携
な
ど
、

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

う
機
関
や
仕
組
み
づ
く
り
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
 

　
５
０
０
年
余
の
歴
史
が
あ
る
泡

盛
は
、
琉
球
王
国
の
時
代
に
中
国

を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
貿

易
を
さ
か
ん
に
行
う
中
で
、
こ
の

島
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
中
国

の
冊
封
使
が
残
し
た
文
献
に
は
「
泡

盛
は
シ
ャ
ム
か
ら
来
た
も
の
で
、

造
り
方
は
中
国
と
同
じ
」
だ
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
外
国
の
物
品
、

技
術
、
文
化
を
上
手
に
取
り
入
れ

な
が
ら
独
自
の
物
を
生
み
出
し
て

き
た
先
人
の
知
恵
が
、
名
酒
「
泡
盛
」

を
育
ん
で
き
た
の
で
す
。
 

　
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
に
加
え
、

泡
盛
の
最
大
の
魅
力
は
、
「
育
て

る
酒
」
で
あ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
誕
生
や
、
結
婚
・
新
築
・

就
職
な
ど
人
生
の
節
目
に
泡
盛
を

仕
入
れ
、
気
に
い
っ
た
甕
で
じ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
育
て
る
。

最
初
は
各
酒
造
所
の
酒
が
そ
の
う

ち
に
「
○
○
家
」
の
古
酒
と
し
て

受
け
継
が
れ
る
と
い
う
ロ
マ
ン
を

感
じ
ま
す
。
 

　
今
夜
も
、
杯
を
重
ね
な
が
ら
心

踊
る
会
話
と
と
も
に
、
こ
の
島
か

ら
泡
盛
が
世
界
に
広
が
る
事
を
夢

み
て
い
ま
す
。
 

琉球放送　報道企画部長 
（沖縄県産酒類振興・消費拡大懇話会　委員） 

比 嘉 京 子  
（ひが・けいこ） 
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環
境
関
連
産
業
は
、
静
脈
産
業
と

呼
ば
れ
、
元
来
、
食
品
な
ど
の
製
造

産
業
の
成
長
と
と
も
に
市
場
規
模
が

拡
大
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
沖
縄

に
お
い
て
は
、
情
報
関
連
産
業
な
ど

の
他
産
業
分
野
と
比
較
し
て
も
産
業

規
模
が
小
さ
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
管
理
型
最
終

処
分
場
の
逼
迫
問
題
か
ら
、
沖
縄
県

で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
評
価
制
度
」
を
創
設
し
、
公

共
工
事
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
優
先

使
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
振
興

計
画
に
お
い
て
も
、
観
光
地
と
し
て

の
資
源
保
全
の
た
め
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
の
商
品
開

発
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
環
境
関
連
産
業
分
野
に
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
造
業
、
ガ
ラ
ス
製
造
業
、

焼
却
炉
製
造
業
な
ど
の
主
に
製
造
系

の
企
業
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
場
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品

開
発
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
る

鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
製
品
な
ど
を
除
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

評
価
制
度
の
普
及
・
充
実
を
図
る
な

ど
の
出
口
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
併
せ
て
、
一
般
消
費
材
と
し
て

の
販
路
拡
大
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
利
用
促
進
制
度
の
普
及
と
、
市
場

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
製
品
開
発
を
推
進

し
、
環
境
関
連
製
品
等
製
造
産
業

と
環
境
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
連
携
を

活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
島
嶼
や
地
域
完
結
型
の
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

資
源
量
に
対
応
し
た
小
規
模
処
理
技

術
の
開
発
や
人
材
育
成
、
企
業
立
地

な
ど
へ
の
取
組
に
よ
り
産
業
集
積
に

向
け
た
重
層
的
な
取
組
を
行
い
、
資

源
循
環
型
社
会
で
あ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。 

     

　「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

平
成
14
年
度
か
ら
開
始
し
、
今
年

度
ま
で
に
17
回
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
産
学
官
の
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
種
々
の
環
境
に
関
す

る
取
組
を
紹
介
す
る
こ
と
で
関
係
者

間
の
意
識
啓
発
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
愛
知
県
の
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
評
価
制
度
「
あ
い
く
る
」
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
現
在
の

沖
縄
県
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
評
価
制
度

の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
エ
コ
タ
ウ
ン
制
度
紹
介
や
環
境
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
の
普
及
、

微
生
物
研
究
の
技
術
シ
ー
ズ
紹
介
や
、

県
内
外
の
企
業
が
取
り
組
む
先
進
事

例
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
次
に
、
平
成
17
年
度
に
は
、
沖

縄
県
資
源
循
環
推
進
協
議
会
（
事

務
局
は
㈱
ト
ロ
ピ
カ
ル
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
）

を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携
組
織
と
し

て
位
置
づ
け
、
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
廃
棄
物
資
源
か
ら
の
新
製
品
開
発

を
７
件
程
度
行
う
と
共
に
、
沖
縄
環

経済産業部 

1
特集 

本特集では、経済産業部が平成１８年３月にとりまとめた「OKINAWA型産業振興プロジェクト中長期ビジョ
ン」（２００６年度から５年間の成長戦略）の内容を５回（第１回：全体計画、第２回：健康関連産業成長戦略、第３回：
情報関連産業成長戦略、第４回：加工交易型産業成長戦略、第５回：環境関連産業成長戦略）に分けて連載して
おり、今回は、最終回の環境関連産業分野の成長戦略の概要及び最近の活動についてご紹介します 
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境
フ
ェ
ア
（
主
催
は
㈱
日
報
ア
イ
・
ビ

ー
、
共
催
は
沖
縄
県
資
源
循
環
推
進

協
議
会
）
に
よ
り
、
販
路
開
拓
に
努

め
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
も
同
様

に
新
製
品
開
発
な
ど
の
取
組
を
継
続

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
17
年
度
に
は
、
金

武
湾
開
発
推
進
協
議
会
（
う
る
ま
市
、

金
武
町
、
宜
野
座
村
）

が
推
進
す
る
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
関
す
る
調
査

を
支
援
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

廃
ガ
ラ
ス
、
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
、
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
、
太
陽
光
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
項
目
に
つ

い
て
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
事
業

に
お
け
る
提
案
と
し
て
、
環
金
武
湾

地
域
を
中
心
と
す
る
環
境
調
和
型
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
母
体

で
あ
る
「
環
金
武
湾
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
協
議
会
」
を
平
成
18
年
２

月
に
設
立
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
度
の
取
組
と
し
て
は
、
う
る
ま
市

に
お
け
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

構
想
の
検
討
と
、
那
覇
市
の
家
庭
系

廃
食
用
油
を
回
収
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
事
業
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
３
月
に
は
、「
沖
縄
環

境
調
和
型
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、
同
年
10
月
に
は
、
第
一

回
研
究
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会

で
は
、
環
境

と
調
和
し
た

街
づ
く
り
を

切
り
口
に
、

産
学
官
の
重

層
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
的
と
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
、
エ
コ
タ
ウ
ン
、
静
脈
物
流

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
情
報
交
流
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
主
体
的
な
取
組
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
環
境
関
連
の
企
業
に
つ
い
て

は
、
中
小
・
零
細
企
業
が
多
い
反
面
、

環
境
関
連
法
規
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
（
地
域
住
民
な
ど
利
害
関
係
者
）

の
理
解
を
得
る
た
め
の
手
法
な
ど
、

専
門
性
の
あ
る
知
識
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
お
い
て

は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
な
ど
の
環
境

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
、
企
業
内
の

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
「
循
環
ビ

ジ
ネ
ス
人
材
教
育
事
業
」
を
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
、
製
造
工
程
に
お
け

る
廃
棄
物
の
発
生
を
数
値
的
に
捉
え
、

改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
手
法
を

学
ぶ
「
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
」

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
経
済
産
業
省

協
力
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

 

    

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
管
理

型
最
終
処
分
場
逼
迫
問
題
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
コ

タ
ウ
ン
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
、

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な
ど
静
脈
物

流
と
い
っ
た
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
急
務
で
す
。
更
に
、
島

嶼
地
域
の
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
入
口
対
策
と

し
て
、
廃
棄
物
資
源
を
一
箇
所
に

集
め
、
一
定
の
品
質
を
保
ち
な
が

ら
安
定
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
資
源
分
別
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想

の
検
討
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

ま
た
、
近
年
、
離
島
、
北
部
地
域

に
お
い
て
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
活

発
化
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境
サ
ー

ビ
ス
産
業
分
野
と
の
連
携
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
販
路
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
住
民
の

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
（
環
境
を
配
慮

し
た
活
動
）
を
活
発
化
さ
せ
る
た

め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
エ

コ
マ
ネ
ー
の
導
入
な
ど
、
今
後
検

討
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。 
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2
特集 開発建設部 

　
平
成
15
年
度
よ
り
国
と
県
が
連
携

し
、
将
来
の
那
覇
空
港
を
検
討
す
る

た
め
に
「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」
で

は
P
I
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
）
と
い
う
手
法
を
用
い
、
多
く

の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
那
覇
空
港

の
総
合
的
な
調
査
の
P
I
は
３
つ
の

ス
テ
ッ
プ
か
ら
成
り
、
平
成
18
年
度

は
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
て
、
那
覇
空
港

の
将
来
の
航
空
需
要
予
測
を
行
う
と

と
も
に
現
状
の
空
港
施
設
で
そ
の
需

要
に
対
応
で
き
る
か
を
検
討
す
る
空

港
能
力
の
見
極
め
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
県
民
等
の
皆
様
か
ら

多
数
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ッ
プ
２
に
関
す
る
意
見
募
集

は
、
平
成
18
年
8
月
1
日
〜
10
月
31

日
の
３
ヶ
月
に
亘
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
調
査
報
告
書(

概
要
版
含
む)

は
、

郵
送
や
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
等
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
説
明
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
及
び
パ
ネ
ル
展
等
の
実
施
を
通

じ
て
、
合
計
2
7
，1
8
3
人
の
方

へ
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
期
間
中
に
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
広
告
、
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
2
の
広
報
・
周

知
活
動
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
は
ス
テ
ッ
プ
1
の
9
9
8
人
を
上

回
る
、
1
，3
3
7
人
か
ら
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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Special Edition

○
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
構
成 

　
回
答
者
の
性
別
で
は
、
男
性
が
約

60
％
、
女
性
が
約
30
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
職
業
で
は
、
会
社
員
や
公
務

員
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別

で
は
30
歳
代
が
最
も
多
く
、
40
歳
代

と
50
歳
代
で
も
約
20
％
と
関
心
が
高

い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

　
ス
テ
ッ
プ
１
と
比
べ
、
女
性
が
約

6
ポ
イ
ン
ト
、
学
生
の
割
合
も
約
7

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
こ
と
か
ら
、
ス
テ

ッ
プ
1
よ
り
も
幅
広
い
層
か
ら
回
答

を
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 ○
調
査
報
告
書
の 

　
理
解
度 

　
調
査
報
告
書
の
各
要
点
に
つ
い
て

理
解
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

約
75
%
以
上
の
方
が
「
理

解
で
き
た
」
又
は
「
あ

る
程
度
理
解
で
き
た
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
 

　
ス
テ
ッ
プ
1
の
理
解

度
約
80
%
に
比
べ
、
ス

テ
ッ
プ
２
で
は
5
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
ま
し
た
が
、

調
査
報
告
書
の
内
容
が

よ
り
専
門
的
に
な
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

N=1337 N=1337

N=1337N=1337

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

単位：％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

理解できた ある程度理解できた よく分からなかった 無回答 調査報告書の理解度 

■パブリック・インボルブメント（PI）とは? 



開発建設部 

○
寄
せ
ら
れ
た
自
由
意
見 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
1
，3
3
7

人
の
う
ち
、
8
4
4
人
の
方
が
自
由

回
答
欄
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
と
別
に
説
明
会
で

1
3
8
人
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、
合

計
9
8
2
人
か
ら
ご
意
見
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
お
一
人
で
複
数
の
ご
意
見
を
書
か

れ
て
い
る
方
も
お
り
、
こ
れ
ら
ご
意

見
を
分
類
し
た
結
果
、
意
見
の
総
数

は
2
，4
0
4
件
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
１
の
意
見
総
数
6
9
7
件

だ
っ
た
の
に
対
し
、
ス
テ
ッ
プ
２
で

は
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ス
テ
ッ
プ
２
の
内
容
に
関
す
る
意

見
と
し
て
「
将
来
の
需
要
予
測
に
関

す
る
意
見
」
が
20
%
を
占
め
ま
し
た

が
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
内
容
以
外
に
「
那

覇
空
港
の
現
状
・
課
題
等
に
関
す
る

意
見
」
や
「
滑
走
路
増
設
拡
張
整
備

に
関
す
る
意
見
」
も
各
々
20
%
程
度

ず
つ
あ
り
ま
し
た
。
 

2
特集 

06

○PIの取り組みに関する意見 

1．調査報告書に関する意見 

2．PIの進め方に関する意見 

3．PIに関する意見 

○将来の航空需要予測に関する意見 

1．需要予測結果に肯定的な意見 

2．需要予測結果に否定的な意見 

3．需要予測結果に慎重な意見 

4．需要予測の前提条件や予想手法に関する意見 

○空港能力の見極めに関する意見 

1．空港能力の見極め結果に肯定的な意見 

2．空港能力の見極め結果に否定的な意見 

3．有効活用方策に関する意見 

○滑走路増設等拡張整備に関する意見 

1．将来像に関する意見 

2．滑走路増設等拡張整備に関する意見 

○那覇空港の現状・課題等に関する意見 

1．混雑や遅延等に関する意見 

2．旅客ターミナルビルに関する意見 

3．貨物ターミナル地区に関する意見 

4．自衛隊との共同利用時に関する意見 

5．環境問題に関する意見 

6．その他利便性向上に関する意見 

○航空路線網に関する意見 

1．航空路線網に関する意見 

○その他の意見 

1．その他の意見 

 

 

 

ステップ2に 
関するご意見 

合　　　計 

259 

166 

75 

18 

497 

260 

45 

110 

82 

304 

149 

132 

23 

465 

56 

409 

569 

54 

246 

24 

70 

7 

168 

56 

56 

254 

254 

2,404

ステップ2で 
寄せられた 

ステップ3に 
関するご意見 

ステップ2で 
寄せられた 

ステップ1に 
関するご意見 

その他 

意見の内容 意見数 
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○
ご
意
見
に
対
す
る
考
え 

　
頂
い
た
2
，4
0
4
件
の
ご
意
見

を
項
目
別
に
分
類
し
、
ご
意
見
に
対

す
る
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。
 

　
そ
の
概
要
は
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。
 

    　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
意
見
に
対
す

る
対
応
方
針
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
那
覇
空
港
調

査
P
I
評
価
委
員
会
」
で
審
議
し
た

結
果
、
概
ね
妥
当
と
の
評
価
を
得
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
那
覇
空
港

の
需
要
予
測
や
空
港
能
力
の
見
極
め

等
に
つ
い
て
情
報
の
共
有
化
を
図
る

と
い
う
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
し
、

ス
テ
ッ
プ
２
を
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
同
委
員
会
で
、
評
価
と
は

別
に
様
々
な
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。
 

 ○
周
知
広
報
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

P
I
の
目
的
や
対
象
者
を
考
慮
し
、

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

○
調
査
報
告
書
の
概
要
版
に
つ
い
て

は
、
情
報
の
質
を
落
と
す
こ
と
な

く
、
内
容
を
簡
略
化
す
る
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 　
こ
れ
ら
助
言
を
ス
テ
ッ
プ
３
で
十

分
反
映
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
頂
い
た
ご
意
見
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
及
び
ご
意
見
へ
の
対
応
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

                    　
平
成
19
年
度
に
実
施
す
る
ス
テ
ッ

プ
３
で
は
、
複
数
の
滑
走
路
増
設
案

等
を
皆
様
に
ご
提
示
す
る
予
定
で
す
。

那
覇
空
港
の
P
I
に
多
く
の
皆
様
が

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
得
な
が
ら
幅
広
い
ご
意
見

が
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
な
P
I
活
動
を
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。
 

Special Edition

http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/information/nahakuukou 
 

ホームページ 

PIの取組みに関す
る意見 

・報告書の内容について 
・PIの情報提供方法など 
・PIに関すること 

・分かりやすい報告書になるよう工夫し、情報不足が無い様に努めます。 
・これまで以上に効率的なPIが実施できるよう検討します。 
・透明性を確保し、十分な情報提供、意見収集に努めます。 

将来の航空需要予
測に関する意見 

・需要予測に肯定的 
・需要予測に否定的 
・需要予測に慎重など 

・需要予測は公的機関が公表する将来の社会経済指標を使用し算出してお
ります。今後、需要予測結果と実際の動向に差が生じないかなどに注目
する必要があります。 

空港能力の見極め
に関する意見 
 

・見極めに肯定的 
・見極めに否定的 
・有効活用方策 

・ステップ３で空港能力の抜本的な向上方策について検討します。 
・８月ピーク時での見極めは、県経済にとって重要と考えます。 
・有効活用方策である平行誘導路の二重化は長期的視点で検討します。 

滑走路増設等拡張
整備に関する意見 

・将来像について 
・滑走路拡張について 
 

・沖縄振興開発計画で描かれた那覇空港の実現に向け検討します。 
・滑走路増設について環境や経済性等、多面的な検討を行いステップ３で
提示します。 

那覇空港の現状･課
題等に関する意見 

・混雑や遅延について 
・ターミナルについて 
・自衛隊共同利用について 

・課題解決に向け、抜本的な空港能力向上方策を検討します。 
・スポットの増設、国際線ビルの整備等に向け取り組んでいきます。 
・現状どおり、共用利用状況を踏まえ検討します。 

航空路線網に関す
る意見 

・航空路の拡充、増便 ・引き続き、国内、国際航空路線網の拡充等に努力します。 

分　類 主なご意見 ご意見に対する考え 
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第
１
回
「
国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す
る 

地
方
有
識
者
会
議
」
を
開
催 

 

SHIGOTONO*MADO

01
財務部 

04 08

06

国
有
財
産
の
売
却
・
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
に
お
け
る
民
間
か
ら
の
知
見
を
活
用
す
る
た
め
、

沖
縄
総
合
事
務
局
長
主
催
の
第
１
回
「
国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す
る
地
方
有
識
者
会
議
」
を
１
月
１９
日
に
沖
縄
総

合
事
務
局
特
別
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

0703

0501
02

地
方
有
識
者
会
議
の
趣
旨 

　
国
有
財
産
の
一
層
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
に
、現
在
「
国
有
財
産
の
有
効
活
用
に

関
す
る
検
討
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
有
識
者
会

議（
財
務
大
臣
主
催
）」
や
「
財
政
制
度
等

審
議
会（
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関
）」
に
お

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
検
討
に
地
方
の
実
情
等
を
反

映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、各
財
務
局
と
沖
縄

総
合
事
務
局
に
お
い
て
、国
家
公
務
員
宿

舎
の
移
転
・
再
配
置
及
び
庁
舎
等
の
使
用

調
整
に
つ
い
て
民
間
有
識
者
の
知
見
を
活

用
す
る
た
め
、地
方
有
識
者
会
議
を
設
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
議
の
模
様 

　
第
１
回
地
方
有
識
者
会
議
で
は
、ま
ず
、

主
催
者
の
福
井
沖
縄
総
合
事
務
局
長
よ
り
、

国
有
財
産
の
売
却
・
有
効
利
用
の
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
は
、東
京
以
外
の
地
方
に

お
い
て
も
、専
門
的
、実
務
的
な
検
討
が
必

要
な
場
合
に
は
、有
識
者
会
議
を
開
催
し
、

ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、幅

広
い
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
開
会
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、玉
那
覇
座
長
よ
り
「
先
般
の
国

有
財
産
法
の
改
正
等
で
、画
期
的
な
手
法

に
よ
る
国
有
財
産
の
処
分
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
、有
意
義
に
運
営
し
て
い
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
、酒
井
財
務

部
長
よ
り
「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
趣
旨
や
宿

舎
の
移
転
・
再
配
置
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
」

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

　
説
明
に
お
い
て
、沖
縄
に
お
け
る
「
宿
舎

の
移
転
・
再
配
置
計
画
」
は
、那
覇
市
に
つ
い

て
、那
覇
防
衛
施
設
局
の
嘉
手
納
町
へ
の
移

転
、モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
長
と
い
っ
た
今
後
の
諸

動
向
を
見
な
が
ら
策
定
す
る
と
の
考
え
方

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
、主
な
意
見
と
し
て
は
、｢

自

治
体
に
と
っ
て
、公
務
員
宿
舎
の
移
転
が
税

収
面
や
街
づ
く
り
な
ど
に
影
響
す
る
の
で
、

移
転
・
再
配
置
計
画
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、地
域
の
実
情
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る｣

、

「
宿
舎
の
移
転
・
再
配
置
計
画
に
関
係
す
る

今
後
の
動
向
と
し
て
、国
の
行
政
機
関
の
独

立
行
政
法
人
化
及
び
民
営
化
へ
の
動
き
な

ど
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、非
常
に
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等 

　
沖
縄
に
お
け
る
宿
舎
の
移
転
・
再
配
置

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、１
月
30
日
に
開
催

さ
れ
た
「
国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す

る
検
討
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
有
識
者
会
議
」
に

お
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
に
つ
い
て
も
、必
要
に
応
じ
て
地
方

有
識
者
会
議
を
開
催
し
、有
意
義
な
意
見

を
お
聞
き
し
て
、今
後
の
計
画
策
定
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

※
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
会
議
の
議
事
要
旨
、

配
布
資
料
等
に
つ
い
て
公
開
し
て
お

り
ま
す
。 

 

 

氏　　名 所　　属 
会議メンバー 

（敬称略、座長を除き50音順） 

玉那覇　兼　雄（座長） （社）日本不動産鑑定協会理事 

上　間　豊　春 那覇市都市計画部長 

臼　井　　　栄 沖縄県土木建築部建築都市統括監 

小　野　啓　子 沖縄大学法経学部助教授 

金　城　榮　秀 沖縄県土地家屋調査士会会長 

高　嶺　　　晃 北中城村参与 

松　川　洋　明 浦添市都市計画部長 
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日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ(

経
済
連
携
協
定) 

　
　
　
　
　
　
　
交
渉
に
つ
い
て 

 

SHIGOTONO*MADO

02
農林水産部 

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
：E

c
o
n
o
m
ic
 P
a
rtn
e
rs
h
ip
 A
g
re
e
m
e
n
t

）
と
は
、

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
だ
け
で
な
く
、
投
資
、
人
の
移
動
ま
で
を
含
む
幅
広
い
分
野
の
自

由
化
に
つ
い
て
の
政
府
間
の
協
定
で
す
。 

04 08

06
0703

05

　
昨
年
12
月
に
日
豪
両
国
が
経
済
連

携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
締
結
に
向
け

た
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
ま
し
た
。
農
産
物
輸
出
大
国
と
の

交
渉
入
り
は
我
が
国
に
と
っ
て
今
回

が
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。
 

　
交
渉
の
結
果
、
仮
に
関
税
が
撤
廃

さ
れ
た
場
合
、
小
麦
、
砂
糖
、
牛
肉
、

乳
製
品
な
ど
の
輸
入
増
に
よ
る
国
内

農
業
へ
の
影
響
は
マ
イ
ナ
ス
約
８
千

億
円
と
な
る
と
の
試
算
が
農
林
水
産

省
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、
仮
に

関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
基
幹
品

目
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
畜
産
（
肉

用
牛
）
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
県
は
、
仮

に
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の
影
響

額
を
、
生
産
者
を
は
じ
め
製
糖
業
な

ど
の
関
連
産
業
の
雇
用
な
ど
地
域
経

済
へ
の
影
響
も
含
め
て
、
マ
イ
ナ
ス

約
7
8
0
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
 

 　
こ
の
交
渉
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月

７
日
、
12
日
に
衆
参
両
院
の
農
林
水

産
委
員
会
に
お
い
て
、
「
米
、
小
麦
、

牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
な
ど
の
農
林

水
産
物
の
重
要
品
目
が
、
除
外
又
は

再
協
議
の
対
象
と
な
る
よ
う
、
政
府

一
体
と
な
っ
て
全
力
を
挙
げ
て
交
渉

す
る
こ
と
。
」
等
と
し
て
委
員
会
決

議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
沖
縄
県
議
会
に
お
い
て
も
、
昨
年

12
月
22
日
に
、
さ
と
う
き
び
産
業
及

び
畜
産
業
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ

う
、
「
さ
と
う
き
び
及
び
畜
産
な
ど

の
品
目
を
関
税
撤
廃
の
例
外
品
目
と

す
る
こ
と
。
」
と
し
て
、
意
見
書
が

議
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
以
下
、

農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
閣
僚
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
交
渉
結
果
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
影

響
を
大
き
く
受
け
る
他
の
道
、
県
及

び
市
町
村
の
多
く
の
地
方
議
会
で
同

様
の
議
決
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
昨
年
12
月
15
日
に
、
農
林
水
産
大

臣
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
入
り
に

当
た
っ
て
、
大
臣
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
談
話
に
お
い
て
は
、
「
コ

メ
、
小
麦
、
牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖

を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
農
林
水
産

物
が
、
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
の
対
象
か
ら
）

「
除
外
」
又
は
「
再
協
議
」
の
対
象

と
な
る
よ
う
、
粘
り
強
く
、
交
渉
に

当
た
る
覚
悟
で
あ
る
。
」
、
「
今
後

の
厳
し
い
交
渉
は
、
国
民
の
支
え
な

し
に
は
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

と
表
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

 　
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
問
題
は
、
離

島
を
か
か
え
る
沖
縄
の
農
業
、
さ
ら

に
は
地
域
経
済
に
も
大
き
く
関
わ
る

問
題
で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
沖
縄

総
合
事
務
局
で
は
、
各
種
会
議
に
お

い
て
資
料
の
説
明
・
配
布
を
行
っ
た

り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、
本

交
渉
に
係
る
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

 

01
02
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04 08

06
07

05

第
１
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
経
済
産
業
大
臣
賞 

受
賞
者
講
演
会
＆
も
の
づ
く
り
展
示
会
を
開
催 

SHIGOTONO*MADO

03
経済産業部 

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、
我
が
国
産
業
・
文
化
を
支
え
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
優
れ
た
人
材
を
表
彰
し
、
そ
の
存
在
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

01
02
03

　
我
が
国
の
産
業
や
文
化
を
支
え
て

き
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
も
の
づ
く
り

を
支
え
る
特
に
優
秀
な
人
材
を
表
彰

し
、
そ
の
存
在
を
広
く
社
会
に
伝
え

よ
う
と
、
平
成
17
年
に
「
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
記
念
す
る
第
１
回
表
彰
に
沖
縄
か

ら
は
、
㈱
佐
喜
眞
義
肢
代
表
取
締
役

社
長
の
佐
喜
眞
保
氏
と
㈱
石
川
酒
造

場
代
表
取
締
役
社
長
の
石
川
信
夫
氏

が
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
経
済
産
業
部
で
は
、
第
２
回
の
公

募
（
平
成
19
年
１
月
15
日
〜
３
月
９

日
）
に
当
た
り
、
２
月
１
日
、
那
覇

市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
社
団
法
人

沖
縄
県
工
業
連
合
会
の
協
力
を
得
て
、

第
１
回
受
賞
者
の
佐
喜
眞
氏
、
石
川

氏
に
よ
る
講
演
会
及
び
第
２
回
も
の

づ
く
り
日
本
大
賞
の
応
募
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

              　
講
演
会
で
は
、
佐
喜
眞
氏
が
、
「
創
 

意
工
夫
で
医
療
と
福
祉
に
大
き
く
貢
 

献
、
装
着
効
果
を
極
限
ま
で
追
求
し

た
画
期
的
な
関
節
装
具
」
、
石
川
氏

が
、
「
泡
盛
の
黒
麹
菌
が
生
成
す
る

ク
エ
ン
酸
が
主
成
分
の
疲
労
回
復
に

効
く
も
ろ
み
酢
の
製
造
技
術
」
と
そ

れ
ぞ
れ
大
臣
賞
受
賞
の
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
、
自
社
製
品
・
商
品
の
製
造

を
始
め
た
き
っ
か
け
や
も
の
づ
く
り

の
苦
労
話
な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
当
日
は
県
内
の
も
の
づ
く
り

系
企
業
等
に
よ
る
展
示
会
も
併
せ
て

開
催
し
ま
し
た
。
 

 【
主
な
展
示
物
】 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
生
成
量
制
御
に
お

け
る
Ｐ
Ｗ
Ｍ
、Ｐ
Ａ
Ｍ
技
術
の
適
用
 

自
動
水
底
観
測
シ
ス
テ
ム
 

可
視
光
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
 

油
化
装
置
 

泡
盛
熟
成
装
置
 

ワ
ン
セ
グ
対
応
Ｕ
Ｓ
Ｂ
 

携
帯
電
話
充
電
器
「
太
陽
族
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｏ
Ｔ
 

防
水
型
金
属
屋
根
葺
材
Ｓ
Ｔ
ル
ー
フ
 

フ
ィ
ギ
ア
等
 

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
搾
り
器
 

卵
の
自
動
販
売
機
 

回
転
円
盤
型
気
化
装
置
 

中
型
焼
却
炉
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SHIGOTONO*MADO

04
開発建設部 

沖
縄
に
お
け
る
新
た
な
物
流
構
想
基
礎
検
討
委
員
会
は
、
島
嶼
県
沖
縄
に
お
い
て
港
湾
が
物
流
面
で
現
在
抱
え
て
い
る
問

題
点
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
方
策
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
で
す
。
１０
月
１９
日
（
木
）
に
第
一
回
、
１２
月
１５
日
（
金
）

に
第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
取
り
ま
と
め
の
第
三
回
委
員
会
を
２
月
５
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

08

06
0703

05

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
物
流
に

関
す
る
県
内
外
の
状
況
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
島
嶼
県
沖
縄
の
港
湾
が

物
流
面
で
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点

を
把
握
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
方

策
を
検
討
し
て
行
く
た
め
「
沖
縄
に

お
け
る
新
た
な
物
流
構
想
基
礎
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
議
論
し
て

き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
度
今
年
度
の
取
り
ま
と
め
の

第
三
回
委
員
会
を
開
催
し
、
沖
縄
の

物
流
面
で
の
課
題
と
対
応
方
策
を
ま

と
め
ま
し
た
。
 

　
当
委
員
会
で
は
、
沖
縄
の
物
流
を

「
国
際
物
流
」
・
「
国
内
物
流
」
（
沖

縄
県
外
の
本
土
と
の
物
流
）
・
「
離

島
物
流
」
（
沖
縄
県
内
の
島
々
の
間

の
物
流
）
・
「
本
島
内
物
流
」
の
４

つ
に
分
け
て
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
 

　
国
際
物
流
や
国
内
物
流
で
は
、
沖

縄
へ
入
っ
て
く
る
貨
物
に
比
べ
て
沖

縄
か
ら
出
て
い
く
貨
物
が
少
な
い
た

め
、
非
効
率
な
物
流
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
 

　
離
島
物
流
で
は
、
宮
古
島
・
石
垣

島
を
含
む
離
島
の
廃
棄
物
対
策
等
が

問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
本
島
内

物
流
で
は
那
覇
港
へ
の
貨
物
の
一
極

集
中
な
ど
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
す
る
方

策
と
し
て
、
那
覇
港
の
国
際
中
継
港

湾
の
実
現
、
本
土
へ
の
県
産
品
の
共

同
出
荷
の
促
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
中
城
湾
港
の
活
用
、
本
島
内
港
湾

の
適
切
な
役
割
分
担
の
実
現
等
の
方

策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
こ
れ
ら
方
策
を
実
現
す
る

際
の
問
題
点
及
び
そ
の
解
決
方
策
を

議
論
し
、
来
年
度
に
は
沖
縄
の
港
湾

に
お
け
る
新
た
な
長
期
構
想
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。
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04

「
沖
縄
に
お
け
る
新
た
な
物
流
構
想
基
礎
検
討
委
員
会
」(

第
三
回
委
員
会)

開
催 

氏　　名 所　　属 

委員会メンバー 

池　田　龍　彦 

安　里　カツ子 

大　嶺　秀　宣 

幸　喜　徳　子 

牧　志　泰　三 

湧　川　善　充 

 

 

横浜国立大学大学院 

（株）りゅうせき 

（社）沖縄県倉庫協会 

沖縄石油ガス（株） 

（社）沖縄港運協会 

（株）メイクマン 

職　　名 

教　　授 

取締役副社長 

会　　長 

代表取締役専務 

会　　長 

代表取締役社長 

 

委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

 

沖
縄
に
お
け
る
新
た
な 

　
　
　
　
　
物
流
構
想
の
策
定
に
向
け
て 
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沖
縄
を
ク
ル
ー
ズ
観
光
の
拠
点
に
！ 
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沖
縄
に
は
独
特
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
と
い
っ
た
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
沖
縄
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
、
沖
縄
の
地
域
振
興
の
た
め
の
ク
ル
ー
ズ
観
光
活

性
化
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
１１
月
１０
日
（
金
）
の
第
一
回
、
１２
月
１５
日
（
金
）
の
第
二
回
委
員
会
に
続
き
、
今
年
度

の
取
り
ま
と
め
の
第
三
回
委
員
会
を
２
月
９
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

01
02

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
観
光
が

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
な
っ
て
い
る

沖
縄
で
、
自
然
（
海
・
山
）
・
歴
史
・

文
化
と
い
っ
た
魅
力
あ
る
観
光
資
源

を
活
か
し
た
ク
ル
ー
ズ
観
光
を
活
性

化
す
る
た
め
「
沖
縄
に
お
け
る
ク
ル

ー
ズ
観
光
活
性
化
方
策
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
 

沖
縄
は
国
内
外
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
が

多
数
寄
港
す
る
な
ど
、
ク
ル
ー
ズ
の

目
的
地
と
し
て
人
気
が
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
年
度
台
湾
か
ら
の
定
期

ク
ル
ー
ズ
船
が
休
止
し
た
り
、
港
に

旅
客
船
専
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
な
い

た
め
貨
物
の
横
を
ク
ル
ー
ズ
客
が
移

動
す
る
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ

り
ま
す
。
 

　
本
委
員
会
で
は
、
沖
縄
に
お
け
る

ク
ル
ー
ズ
の
現
状
や
問
題
点
に
つ
い

て
議
論
し
、
 

・
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
 

・
入
国
審
査
の
迅
速
化
、
両
替
や

観
光
案
内
の
充
実
等
の
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
 

・
ク
ル
ー
ズ
旅
行
の
普
及
の
た
め

の
情
報
発
信
、
県
民
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
向
上
 

・
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
強
化
等
 

に
つ
い
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

ま
と
め
ま
し
た
。
 

 　
ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ

観
光
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
 

・
日
本
の
船
社
に
よ
る
沖
縄
ク
ル

ー
ズ
の
拡
大
 

・
沖
縄
―
東
ア
ジ
ア
ク
ル
ー
ズ
の

拡
大
 

・
沖
縄
で
の
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ

ン
グ
の
実
現（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
） 

を
提
案
し
ま
し
た
。
 

 　
今
後
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等

の
実
行
を
図
る
と
と
も
に
、
来
年
度

作
成
す
る
沖
縄
の
港
湾
に
お
け
る
新

た
な
長
期
構
想
に
も
施
策
を
反
映
さ

せ
て
い
く
予
定
で
す
。
 

 

03

05

「
沖
縄
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
観
光
活
性
化
方
策
検
討
委
員
会
」(

第
三
回
委
員
会)

開
催 

委員会メンバー 

小　濱　　　哲 

安　藤　徹　哉　 

石　原　悦　子 

米　須　清　秀 

東　　　良　和 

渕　辺　美　紀 

松　田　美　貴　 

12

氏　　名 所　　属 職　　名 

委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

名桜大学大学院 教　　授 

琉球大学工学部 助 教 授 

カラーシンフォニー 代　　表 

（財）沖縄観光コンベンションビューロー 事務局長 

（株）ビジネスランド 代表取締役社長 

沖縄ツーリスト（株） 代表取締役社長 

（有）沖縄シップスエージェンシー 会　　長 

 

 



観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て 
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 「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
の
説
明
会
」
を
開
催  

 

08
0703

05

　
政
府
で
は
、
２
０
１
０
年
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
を
１
，０
０
０
万
人
と

す
る
と
の
目
標
の
達
成
に
向
け
、
ビ
ジ

ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
２

０
０
６
年
の
同
旅
行
者
数
が
、
過
去

最
大
の
７
３
３
万
人
（
推
計
値
）
と

な
る
な
ど
、
我
が
国
に
来
ら
れ
る
外

国
人
旅
行
者
数
は
着
実
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
 
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
観
光
」
を
２１
世

紀
に
お
け
る
日
本
の
重
要
な
政
策
の

柱
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
観
光

立
国
の
実
現
を
図
る
た
め
「
観
光
基

本
法
」
が
４３
年
ぶ
り
に
全
面
的
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
名
も
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
に
改
め
ら
れ
、

平
成
１９
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
 
 

　
こ
の
法
律
の
中
で
、
観
光
立
国
の
実

現
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ

て
、「
国
、
地
方
公
共
団
体
、
住
民
、

事
業
者
等
に
よ
る
相
互
の
連
携
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
配
慮
」
す
る
べ
き
こ
と
、

「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
協

力
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
観
光
立
国
の
実
現
に
向

け
て
、
国
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方

公
共
団
体
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 
 

　
特
に
、
同
法
第
１０
条
に
お
い
て
「
政

府
は
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
を
定
め
」
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
に
お
い

て
観
光
立
国
に
関
す
る
施
策
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
同
計
画
の
原
案
を
と

り
ま
と
め
る
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
関
係
団
体
等
の
方
々

の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
参
考
と
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 
 

　
そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部

で
は
、
去
る
２
月
２
日
に
、
観
光
立
国

推
進
基
本
法
及
び
同
基
本
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
説
明
、
関
係
団
体
等
の
方
々

か
ら
の
意
見
聴
取
、
意
見
交
換
の
場

と
し
て
、「
観
光
立
国
推
進
基
本
法

説
明
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

　
国
土
交
通
省
の
重
田
雅
史
観
光
地

域
振
興
課
長
か
ら
、
観
光
立
国
の
実

現
に
向
け
た
国
際
・
国
内
観
光
の
現

状
、
観
光
旅
行
促
進
の
た
め
の
環
境

整
備
等
の
施
策
の
現
状
、
観
光
立
国

推
進
基
本
法
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
「
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
盛
り
込
む

べ
き
事
項
、
留
意
す
べ
き
事
項
や
ご
要

望
事
項
の
積
極
的
な
提
言
に
つ
い
て
の

呼
び
か
け
も
あ
り
ま
し
た
。
 

01
02

04

06
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「
海
の
駅
」
が
沖
縄
で
初
登
録
!!
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沖
縄
「
海
の
駅
」
設
置
推
進
会
議
の
設
立
総
会
を
開
催 

01
02

           　
去
る
２
月
22
日
、
沖
縄
「
海
の
駅
」

設
置
推
進
会
議
（
以
下
「
推
進
会
議
」

と
い
う
。）
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
に
お
い
て
初
め

て
、「
海
の
駅
」
が
設
置
・
登
録
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
登
録
さ

れ
た
の
は
次
の
５
駅
で
す
。 

①
ぎ
の
わ
ん
マ
リ
ー
ナ
海
の
駅
 

（
宜
野
湾
市
の
宜
野
湾
港
マ
リ
ー
ナ
）
 

②
お
き
な
わ
マ
リ
ー
ナ
海
の
駅
 

（
沖
縄
市
の
沖
縄
マ
リ
ー
ナ
）
 

③
い
と
ま
ん
海
の
駅
 

（
糸
満
市
の
糸
満
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
） 

④
ま
ん
ざ
ビ
ー
チ
海
の
駅
 

（
恩
納
村
の
万
座
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
） 

⑤
も
と
ぶ
元
気
村
海
の
駅
 

（
本
部
町
の
も
と
ぶ
元
気
村
）
 

 　
「
海
の
駅
」
は
、
「
海
か
ら
、
誰

で
も
、
気
軽
に
、
安
心
し
て
立
ち
寄

り
、
利
用
で
き
る
港
（
場
）
」
で
あ

り
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
マ
リ
ー

ナ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
等
の
既
存

の
施
設
の
活
用
を
前
提
に
、
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
 

 
舟
艇
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
振
興
等
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
「
海
の
駅
」
は
、
当
初
、

瀬
戸
内
海
地
区
の
地
域
的
な
事
業
と

し
て
平
成
14
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
の
主

唱
す
る
事
業
と
し
て
全
国
展
開
さ
れ
、

現
在
で
は
全
国
で
87
駅
（
沖
縄
の
５

駅
を
含
む
）
を
数
え
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
 

　
「
海
の
駅
」
の
設
置
拡
大
の
母
体

と
な
る
推
進
会
議
は
、
登
録
会
員
（
マ

リ
ー
ナ
等
の
５
登
録
施
設
の
管
理
者
）

お
よ
び
特
別
会
員
（
港
湾
・
漁
港
等

を
管
理
す
る
自
治
体
及
び
観
光
・
舟

艇
関
係
の
業
界
団
体
）
等
で
構
成
さ

れ
、
運
輸
部
船
舶
船
員
課
が
事
務
局

を
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の

推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
「
海
の
駅
」
を
本

島
周
辺
の
離
島
及
び
宮
古
・
八
重
山

地
域
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
予
定
で

す
。
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平
成
１９
年
１
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
船
舶
に
同
一
の
油
排
出
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
南
極
海
域
で
の
油
の
排
出
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。 

0703

05

【
根
拠
法
令
】
 
 

　
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
が
批
准
し
て
い
る
「
1
9
7
3

年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め

の
国
際
条
約
附
属
書
Ⅰ（
以
下
「
国
際

条
約
」
と
い
う
。
）の
規
定
に
基
づ
き
、

国
内
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
海
洋
汚

染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三

十
六
号
）」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
回
、こ
の
国
際
条
約
の
改
正

が
平
成
16
年
10
月
に
行
わ
れ
、平
成
19

年
1
月
1
日
に
発
効
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、国
内
法
も
改
正
さ
れ
、平
成
19

年
1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 【
改
正
概
要
】 

　
海
洋
で
油
を
排
出
す
る
場
合
の
排

出
の
方
法
等
を
船
種
別
、総
ト
ン
数
別

に
定
め
て
お
り
ま
し
た
が
、今
回
の
改

正
に
よ
り
、す
べ
て
の
船
舶
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
排
出
の
基
準
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
 

《
排
出
基
準
》 

①
希
釈
し
な
い
場
合
の
油
分
濃
度
が

15
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

②
南
極
海
域
で
の
排
出
を
禁
止
。 

③
船
舶
の
航
行
中
に
排
出
す
る
こ
と
。 

④
排
出
す
る
際
に
排
出
防
止
装
置
（
油

水
分
離
装
置
）
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
。 

 【
罰
則
に
つ
い
て
】 

　
当
該
排
出
基
準
に
違
反
し
て
油
を

排
出
し
た
者
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び

海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第

五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
、
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
 

01
02

船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
基
準
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

変
わ
り
ま
す
!!
 

04

船
舶
所
有
者
・
船
長
の
皆
様
へ 

06

08

※
こ
こ
で
い
う
「
油
」
と
は
、
船
舶
か
ら
の

ビ
ル
ジ
（
船
底
に
溜
ま
っ
た
油
性
混
合
物
）

及
び
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
水
バ
ラ
ス
ト
、
貨

物
艙
洗
浄
水
（
貨
物
油
を
除
く
）
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
油
は
排
出

す
る
こ
と
自
体
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

船舶からのビルジその他油の排出 

 

排出する際に作動が義務づけられた排出防止装置 

改　正　前 

全タンカー及び 
100トン以上の非タンカー 

一般海域 

総トン数1万㌧ 
以上の船舶 

排出防止装置の作動義務はなし。 

南極海域以外の 
特別海域 

南極海域 

すべての船舶 

排出不可 

100トン未満の 
非タンカー 

※南極海域以外の特別海域：地中海海域、バルティック海海域、黒海海域及び北西ヨーロッパ海域 

※一般海域において排出する場合 

改　正　後 

改　正　前 改　正　後 

総トン数100㌧以上1万
㌧未満の非タンカー及び
総トン数1万㌧未満のタ
ンカー 

総トン数100㌧未満
の非タンカー 

排出可 
排出可 

・15ppm以下 

　　　かつ 

・航行中 

　　　かつ 

・排出防止装置の作動 

・100ppm未満 
　かつ航行中 
　　　又は 
・15ppm以下 

排出可 
・15ppm以下 

排出可 
・15ppm以下 
　　　かつ 
・航行中 
　　　かつ 
・排出防止装置の作動 

・油水分離装置 
・ビルジ用濃度監視装置 

・油水分離装置（燃料油タンクに積載した水バラストを排出する場合にあっては、
油水分離装置及びビルジ用濃度監視装置） 

・油水分離装置（燃料油タンクに積載し
た水バラストを排出する場合にあっては、
油水分離装置及びビルジ用濃度監視装置） 
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財務部では、2月15日、那覇市内において「第
22回財務行政モニター会議」を開催しました。 

　この会議は、財務省の施策を中心としたテーマに

ついて、県内各界各層の代表者で構成された5名の財

務行政モニターから意見や提言等をいただくことを

主な目的として毎年開催しています。 

　今回は、「国民の受益と負担を考える－わが国財

政の現状と課題－」をテーマに開催しました。 

　会議においては、「多額の借金を抱える国の財政

の現状」、「年々増加する社会保障関連費」、「今

後の受益と負担のあり方」など、国の財政運営に対

する施策について、モニターの方々が日頃感じてい

る様々な意見・提言等が出されました。 

　モニターからいただいた意見・提言等については、

財務省に報告し、今後の行財政運営に資することに

なります。 

国民の受益と負担を考える 
～財務行政モニター会議を開催～ 

財 　 務 　 部  

農山漁村活性化支援窓口を設置 

農 林 水 産 部  

沖縄総合事務局では、農山漁村の活性化に取
り組む農家の皆様や市町村のご担当の皆様からのご

相談に対して、国の事業の紹介や全国の事例の紹介

などを行う「農山漁村活性化支援窓口」を平成１９

年２月１日に設置しました。 

　特に、農村の女性グループの活動について積極的

に支援してまいりますので、お気軽にご相談ください。

また、食品加工業等、企業の皆様からのご相談にも

対応いたします。ぜひご利用ください。 

 

 

【問い合わせ先】 

　農山漁村活性化支援窓口 

　（沖縄総合事務局農林水産部農政課（企画担当）） 

　電話：098-866-0031（内線359,380） 

　FAX： 098-860-1395 

　E-mail： shiensodan@ogb.cao.go.jp

O*UGOKI
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“美ら島沖縄”風景づくり 
　シンポジウムを開催 

１月２５日、沖縄らしい風景づくりに向けてと題しシ
ンポジウムを国立劇場おきなわにて開催いたしました。  

定員２５０名を超える参加者で、急遽会場外のロビーに

臨時席を設けるほどの盛況ぶりで、沖縄の景観に対す

る関心の高さに驚きを隠せませんでした。  

　このシンポジウムでは、「“美ら島沖縄”風景づくりの

ためのガイドライン」の紹介を始め、沖縄県における

景観条例制定に向けての取組状況、その他、浦添市、

石垣市など景観行政団体の現状や苦労話などを紹介し、

その後、沖縄らしい風景づくりに向けて活発な議論を

交わされました。  

　今後もシンポジウムを県内各地で開催し、良好な景

観形成に向けて取り組んで行きたいと考えています。 

　下記ＵＲＬから、「“美ら島沖縄”風景づくりのための

ガイドライン」をダウンロードできます。

http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/information/c

ommu/form/churaokinawa.html  
 
　【問い合わせ先】 
　内閣府沖縄総合事務局　開発建設部　建設行政課  
　〒900-0053　沖縄県那覇市前島2-4-25  
　TEL098-866-0090  
　eメールchurashima-kaiken@ogb.cao.jp　 

「国際通りトランジットモール事業」 
 がスタート！ 

経 済 産 業 部  開 発 建 設 部  

那覇市国際通り商店街振興組合連合会が実施する「国
際通りトランジットモール事業」の試行実施が２月１１日（日）

に開始され、スタート当日には出発式が開催されました。 

　トランジットモールとは、歩行者に配慮して、一般の

車両を規制し、一部の公共交通機関だけが通行できる

ようにした商店街のことで、３月２５日までの毎週日曜日

１２：００～１８：００に実施されます。また、引き続き４月

からは本格実施を予定しています。 

　今回の試行では、県庁前交差点から蔡温橋前までの

区間で行われ、区間内は歩行者の移動支援として、バ

スターミナルと新都心地区を結ぶコミュニティーバス（通

常も運行）及びベロタクシーが運行します。また、沖

映通りにはタクシーベイも設置されています。 

　開放された道路空間では、数カ所においてオープン

カフェやストリートパフォーマンス、各個店によるワゴ

ンセール等も行われ、モール内のあちらこちらで生き

生きとした笑顔や歓声がみられ、にぎわいや市民と商

店街のふれあいが感じられました。 

　皆様も日曜日の午後に「国際通りトランジットモール」

へ足をのばしてみてはいかがでしょうか。 

KYOKUNO
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Ⅰ
・「
人
情
が
厚
い
」「
助
け
合
い
の
精
神
が
強
い
」
と
み
る
沖
縄
県
民 

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
沖
縄
県
民
は
、「
ユ
イ
マ
ー
ル
の
精

神
（
注
）
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
よ

う
に
、全
国
の
中
で
も
助
け
合
い
の

精
神
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
琉
球
新
報
の
「
県
民
意
識
調
査

（
2
0
0
6
）」
を
み
て
も
、
沖
縄

県
民
の
特
性
と
し
て
、
多
く
の
県
民

が
「
人
情
が
厚
い
」（
58
・
5
％
）、

「
助
け
合
い
の
精
神
が
強
い
」（
40
・

1
％
）
と
い
っ
た
項
目
を
挙
げ
て
い

ま
す
（
図
1
）。
な
お
、
こ
れ
ら
の

ほ
か
、
上
位
に
は
「
の
ん
び
り
し
て

い
る
」（
55
・
0
％
）
と
い
う
項
目

も
入
っ
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
5
年
前
の
同
調
査
結

果
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
助
け
合

い
の
精
神
が
強
い
」
を
挙
げ
る
人
の

割
合
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

「
人
情
が
厚
い
」
の
割
合
は
7
・
4

％
低
下
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
社
会
の
中
で
の
人
と

人
の
つ
な
が
り
や
地
域
と
の
関
わ
り

方
に
も
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。「
隣

近
所
と
の
付
き
合
い
の
程
度
」
に
つ

い
て
、「
と
て
も
盛
ん
だ
」
と
答
え
た

人
の
割
合
は
、
12
・
6
％
と
5
年

前
と
比
べ
3
・
8
％
低
下
し
、「
地

域
の
行
事
や
祭
り
へ
の
参
加
の
程
度
」

に
つ
い
て
も
、「
よ
く
参
加
す
る
」「
た

ま
に
参
加
す
る
」
の
合
計
が
49
・

8
％
と
5
年
前
よ
り
8
・
0
％
低

下
し
て
い
ま
す
（
図
2
・
図
3
）。 

　
さ
ら
に
、「
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
の
程
度
」
を
地
域
別
に
み
て
み
る

と
、「
と
て
も
盛
ん
だ
」
と
答
え
た

人
の
割
合
は
、
北
部
地
域
や
宮
古
・

八
重
山
地
域
の
方
が
中
南
部
地
域

に
比
べ
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
5

年
前
と
比
べ
る
と
ど
の
地
域
も
低
下

し
て
い
ま
す
が
、
北
部
地
域
や
宮
古
・

八
重
山
地
域
の
方
が
中
南
部
地
域

に
比
べ
、
低
下
幅
は
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
4
）。 

　
こ
の
よ
う
に
、
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神
が

強
い
と
言
わ
れ
る
沖
縄
で
も
、
地
域

社
会
の
中
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
以

前
ほ
ど
強
い
も
の
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ

た
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
弱
ま
っ

て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
部
地
域
や
宮
古
・
八
重
山
地
域
は
、

中
南
部
地
域
に
比
べ
て
相
対
的
に
地

域
の
き
ず
な
が
強
い
と
み
ら
れ
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
地
域
で
も
近
年
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

図1：沖縄県民の特性についての認識 

図2：隣近所との付き合いの程度 図3：地域の行事や祭りへの参加の程度 

図4：隣近所との付き合いの程度（地域別） 

　　　「とても盛んだ」と答えた人の割合 
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Ⅱ
・
地
域
活
動
の
新
た
な
担
い
手 

　
沖
縄
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
変

化
が
起
き
つ
つ
あ
る
と
し
て
も
、

未
だ
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

存
続
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
全
国
の
状
況
を
み

る
と
、
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
を

は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
な
ど
で
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
都
市
化
等
に

伴
い
地
域
社
会
の
中
で
の
人
間
関

係
が
希
薄
化
し
、
地
縁
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
衰
退
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
、
地
域
が
直
面
す
る
問
題

や
課
題
に
自
立
的
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
の
地
域
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
の
地
方
都
市
や
農
山
漁
村
の

中
に
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
り
地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み

ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
中
で
、
価
値
観
の
多

様
化
や
社
会
貢
献
活
動
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
共
通
の
問

題
意
識
を
持
っ
た
人
達
が
自
発
的

に
集
ま
り
、
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
特
定
の
目
的
を
掲
げ
て

社
会
貢
献
活
動
を
行
う
N
P
O
 

N
on-profit 

O
rganization; 

非
営

利
組
織
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
、

地
域
活
動
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
沖
縄
に
お
い
て
も
、
N
P
O
活

動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
沖
縄

県
の
設
立
認
証
を
受
け
た
N
P
O

法
人
の
数
は
加
速
的
に
増
加
し
て

お
り
、
平
成
19
年
2
月
1
日
現
在

で
2
7
1
法
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
活
動
分
野
を
み
る
と
、「
保
健
、

医
療
又
は
福
祉
の
増
進
」「
社
会
教

育
の
推
進
」「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
市
町
村
別
N
P
O
法
人
数（
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）を
多
い
順
に

み
る
と
、2
7
1
法
人
中
、那
覇
市

が
1
0
9
法
人
、続
い
て
浦
添
市
が

21
法
人
、沖
縄
市
が
16
法
人
、宮
古

島
市
が
15
法
人
、宜
野
湾
市
が
13
法

人
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
5
）。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
に
お
い

て
も
近
所
付
き
合
い
が
相
対
的
に

盛
ん
で
な
い
都
市
部
を
中
心
に
、

N
P
O
活
動
が
着
実
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

 

  

 　
N
H
K
の
「
全
国
県
民
意
識
調

査（
1
9
9
6
）」
に
よ
る
と
、沖
縄

県
民
は
、「
沖
縄
県
人
と
い
う
気
持

ち
を
も
つ
」
、「
沖
縄
県
の
人
び
と
の

も
の
の
考
え
方
に
は
、特
徴
が
あ
る
」

と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
全
国
一

高
く
、ま
た
、沖
縄
の「
こ
と
ば
」や「
人

情
」が
好
き
な
人
の
割
合
も
、全
国
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
6
）。さ
ら
に
、

琉
球
新
報
の「
県
民
意
識
調
査（
2
0
0
6
）」

で
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
沖
縄

県
民
の
8
割
以
上
が
沖
縄
県
人
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
答
え
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
沖
縄
県
民
の
郷
土

に
対
す
る
強
い
愛
着
や
誇
り
は
、

地
域
の
た
め
の
行
動
に
つ
な
が
る

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

一
人
一
人
が
地
域
の
問
題
に
関
心

を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

Ⅲ
・
沖
縄
へ
の
強
い
愛
着 

　
　
と
誇
り
を
活
か
そ
う 

図5：市町村別NPO法人数 

図6：県人意識 1位 

1位 

1位 

1位 
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１
．
沖
縄
観
光
の
現
状
に
つ
い
て
 

　
平
成
18
年
に
沖
縄
に
来
訪
し
た

観
光
客
数
は
約
5
6
4
万
人
と
な

り
、
平
成
14
年
以
降
、
５
年
連
続

で
過
去
最
多
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
19
年
１
月
に
は
昭

和
47
年
の
本
土
復
帰
以
降
の
観
光

客
数
も
１
億
人
を
突
破
す
る
な
ど
、

順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
沖
縄
の
美
し
い
海
と

豊
か
な
自
然
、
独
特
の
文
化
・
歴

史
等
の
観
光
地
と
し
て
の
優
位
性

や
、
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
で
も
沖

縄
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
名
度
が
向

上
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
沖
縄

観
光
関
係
者
の
御
努
力
の
賜
物
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 ２
．
沖
縄
観
光
振
興
の
課
題
に
つ

い
て
 

　
沖
縄
に
来
訪
す
る
観
光
客
数
は

順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

観
光
客
一
人
あ
た
り
の
県
内
消
費

額
や
滞
在
日
数
は
横
ば
い
の
傾
向

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
増
加
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
年
々
リ
ピ
ー
タ
ー
率
が

上
昇
し
て
い
る
と
と
も
に
、
旅
行

形
態
は
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
型
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
や
個
人
旅
行
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
沖
縄
観

光
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し

て
お
り
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
 

 ３
．
沖
縄
観
光
振
興
へ
の
取
組
に

つ
い
て
 

　
内
閣
府
は
、
こ
れ
ま
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
の
推
進
や
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
施
設
な
ど
の
観
光
施
設
を
整

備
す
る
際
の
税
制
優
遇
措
置
に
よ

る
施
設
の
集
積
の
促
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
沖
縄
に
来
訪
し
た
観
光

客
が
沖
縄
型
特
定
免
税
店
に
お
い

て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
際
に
関

税
の
免
除
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
沖
縄
型
特
定
免
税
店
制

度
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
平
成
19
年
度
は
、
右
記
税
制
優

遇
措
置
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
三

線
の
演
奏
な
ど
の
沖
縄
の
文
化
を

体
験
で
き
る
施
設
を
対
象
施
設
に

追
加
す
る
ほ
か
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

持
つ
携
帯
電
話
の
活
用
な
ど
Ｉ
Ｔ

を
利
用
し
た
観
光
案
内
シ
ス
テ
ム

の
沖
縄
へ
の
導
入
方
策
に
つ
い
て

の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
・
滞

在
型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー

ト
地
の
形
成
に
向
け
、
沖
縄
観
光

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 

沖
縄
観
光
振
興
へ
の
取
組
 

沖縄型特定免税店制度 
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2007年1月号群星［正誤表］ お詫びと訂正 

関係者の皆さまに対し、
ご迷惑をおかけしました。
訂正してお詫び致します。 

表紙、目次、８Ｐ 

誤）国際物流拠点　アジアの中の沖縄を考える 

正）国際物流シンポジウム 

　　「アジアの中の沖縄を考える」 

　　～「万国の津梁」の復活に向けた国際物流の形成～ 

 

１０頁：グラフ（貴社の景況）の凡例 

誤）上から製造業、全産業、非製造業 

正）上から全産業、製造業、非製造業 

　※文字の修正のみ。 

　　折れ線グラフはそのまま。 

I N F O R M A T I O N お　知　ら　せ 

　沖縄総合事務局経済産業部 

 

　沖縄総合事務局経済産業部では、実用化技術開発を行う民間企業等を支援することにより、新製品開発・新分野進出等を促

進し、もって地域経済活性化や雇用創出を図ることを目的とした各事業を実施しています。平成１９年度においても提案公募型

技術開発支援事業（委託費・補助金）を予定しており、下記の日程で公募致しますので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

　　　① 地域資源活用型研究開発事業（委託費） 
　　　　　〔公募期間：平成１９年４月５日（木）～ 平成１９年４月２５日（水）〕 

　　　② 地域新生コンソーシアム研究開発事業(委託費) 
　　　　　〔公募期間：平成１９年４月５日（木）～ 平成１９年４月２５日（水）〕 

　　　③ 地域新規産業創造技術開発費補助事業(補助金) 
　　　　　〔公募期間：平成１９年４月５日（木）～ 平成１９年４月２７日（金）〕 

　　　④ 中小企業・ベンチャー挑戦支援事業のうち 
  　  実用化研究開発事業（補助金） 
　　　　　　（公募期間：平成１９年３月２８日（水）～平成１９年４月２７日（金）） 

平成１９年度提案公募型技術開発支援事業公募について 

ＵＲＬ　 
http://ogb.go.jp/move/ 
 

 

＜問い合わせ先＞ 

内閣府　沖縄総合事務局　経済産業部 

　　　　　　地域経済課 産業技術係 

   　　　　　（担当者：多和田、知念、安慶田） 

〒９００-８５３０　沖縄県那覇市前島２－２１－７ 

 ＴＥＬ　０９８－８６６－００６７（直通） 

 ＦＡＸ　０９８－８６０－１３７５ 

事業名 

 



310
900-8530  

2
21

7
TEL.098-866-0031

0041
3

2007

 
作品名 

「この手でできること」 
 

座間味村立阿嘉小学校３年 

金　城　ゆ　う 
 

九州・沖縄地区　 

【佳　作】 
 

 
作品名 

「 電気オフ 自然オン 」 
 

那覇市立金城中学校３年 

大　平　洋　美 

九州・沖縄地区 

【最優秀賞】 
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